
（別紙３）

～ 2026年　2月　21日

（対象者数） 54 （回答者数） 43

～ 2026年　3月　11日

（対象者数） 9 （回答者数） 9

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

学校との連携を今後も強化していく。

2

不登校については、行政とも連携を増やす。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

2

3

個別を担任制で実施していること 多くの場合、一人一人に合った教材を手作りしている。
また、学校との連携においても、個別に療育を実施している立
場から提案、助言等を行っている。

全員が有資格者であり、心理師、言語聴覚士など専門性の高い
資格所持者もおり、医療機関等とも連携して高いレベルでの支
援の実現を目指している。

関係機関との連携が増加しているが、特に不登校に関係する利
用者についての学校との連携が急増している

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

2026年　3月　1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 2026年　3月　25日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 桐塾祐天寺教室

○保護者評価実施期間 2026年　2月　1日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


